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デザイン及び仕様については改良のため予告なしに変更することがございます。
本誌に記載の社名及び製品名は各社の商標又は登録商標です。

本取扱い説明書の内容は、予告なしに変更になる場合があります。 
最新の情報は、当社Web(http://www.sanwa.co.jp/)を
ご覧ください。
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この度は、ワイヤレススクロールマウスをお買い上げいただき、誠にありがとうござ
います。
本製品はRF方式のワイヤレスマウスですので、入力操作の際ケーブルが邪魔になる
といった煩わしさがなく、快適な環境でのコンピュータ操作が可能となります。
マウスのスクロールを回転、クリックさせるだけで、Windows上で簡単に画面スク
ロール等が行えます。また、本製品は、イージージャンプ、オートパン、ズームなどの
アプリケーション・コマンドをボタン割り付けできますので幅広いナビゲーシヨンが
可能となります。
※ご使用前にこのマニュアルをよくお読みください。また、お手元に置き、いつでも
　確認できる様にしておいてください。

■テレビ/ラジオの受信障害について
本製品は、FCCの定めるクラスBのコンピュータ機器に対する許容条件につき、所定の審査
の上、FCC-15章の規定内容に適合するものとして認定されています。FCC-15章は居住環
境において防止すべき受信障害の規制基準を定めたものですが、装置の設置状況によっては
受信障害が発生する場合があります。
ご使用のコンピュータシステムが受信障害の原因となっているかどうかは、そのシステムの
電源を切ることでご確認いただけます。電源を切ることにより受信障害が解消されれば、ご利
用のコンピュータ、あるいは、その周辺装置が原因であると考えられます。
ご使用のコンピュータシステムがテレビやラジオの受信状態に影響している場合、以下の手
順のいずれか、あるいはいくつかを組み合わせてお試しください。
　●テレビまたはラジオのアンテナの向きを変え、受信障害の発生しない位置を探してみて  
      ください。
　●テレビまたはラジオから離れた場所にコンピュータを設定し直してください。
　●テレビまたはラジオとは別の電源供給路にあるコンセントにコンピュータを接続してく
　　ださい。
　●状況に応じ、テレビ/ラジオの修理業者またはマウスの販売店にもご相談いただけます。
■注　意
本製品に対し許可しない変更または加工が加えられた場合、FCCの許可が無効となり、正規
の製品としての使用は認められませんのでご注意ください。
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ワイヤレススクロールマウスには、下記のハードウェア、またはソフトウェア以上のも
のをご使用ください。
●各社DOS/Vパソコン、NEC PC98-NXシリーズ、IBM PC、Aptiva、及び
ThinkPad シリーズ
※但しUSBポートもしくはPS/2マウスポートを持つ機種。
※機種により対応できないものもあります。 
●対応OS：
　◆USBポート接続/Windows XP、2000、Me、98Second Edition、98
　◆PS/2ポート接続/Windows XP、2000、Me、98Second Edition、98、95、
　　　　　　　　　　NT4.0 (SP3以降)

■本製品をUSBポート接続する際の注意（USB接続の場合）

■対応機種

本製品はWindowsMe/98等において自動認識され使用可能となります。もし、本製
品が正常に動作しない場合、USBインターフェイスが正常に動作しているかどうかを
チェックしてください。
「スタート」→「設定(S)」→「コントロールパネル(C)」→「システム」の順に選択し、
「デバイスマネージャ」タブをクリックしてください。「ユニバーサルシリアルバスコ
ントローラ」をチェックしてください。下の画面が表示されます。
これはUSBインターフェイスの正常な動作状況です。
USBデバイスアイコンに「！」マークが表示されていたり、または「ユニバーサルシリ
アルバスコントローラ」のデバイスがなにも見つからない場合、マザーボードの
BIOSをアップグレードしたり、BIOS設定を確認してください。一部の機種ではデフォ
ルトの状態ではUSBポートの使用が不可に設定されています。また「ユニバーサル
シリアルバスコントローラ」のベンダー名、デバイス名はマザーボードによって異な
ることがあります。インテル社以外の記述の際もありますので、本体(マザーボード)
メーカーにサポートしてもらってください。

●BIOS上のUSBをenableイネーブル(有効)にしてください。
通常BIOSの設定はコンピュータ起動時にF1かF2を押すものが多いですが詳細な
設定については、コンピュータ本体のマニュアルをご覧ください。

■BIOS上でUSBがdisableディセーブル(無効)になっている場合（USB接続の場合）

接続する前に必ずお読みください。

ハードウェアのインストール
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■内蔵ポインティングデバイスの切り離し

接続する前に必ずお読みください。(続き)
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＜USB接続の場合＞
本製品添付のドライバは各社PCにあらかじめインストールされている内蔵ポイン
ティングデバイス用のユーティリティと併用できません。ユーティリティを削除
するか、添付ドライバをインストールしないでお使い下さい。
各ユーティリティによって削除方法が異なります。以下をご覧下さい。

●NEC PC98-NXシリーズ・富士通 FMV-BIBLOシリーズ・ソニー VAIOシリーズの場合
デバイスマネージャ→マウスでNXPADあるいは「Alps GlidePoint」を「標
準PS/2マウス」あるいは「Microsoft PS/2 Mouse」にドライバを更新して
ください。
途中「このデバイスの適していない・・・・」とエラー表示される場合があり
ますが、そのまま進めてください。

●東芝 Dynabookシリーズ・SHARP Mebiusシリーズの場合
アプリケーションの追加と削除より「マウスウェア」をアンインストールして
ください。

●IBM ThinkPadシリーズの場合
アプリケーションの追加と削除より「IBM Trackpoint」をアンインストール
してください。

●Compaq Armadaシリーズの場合
アプリケーションの追加と削除より「Synaptics TouchPad」をアンインスト
ールしてください。その後デバイスマネージャ→マウスで「Synaptics TouchPad」
を「標準PS/2マウス」あるいは「Microsoft PS/2 Mouse」にドライバを更
新してください。
途中「このデバイスの適していない・・・・」とエラー表示される場合があり
ますが、そのまま進めてください。

以上で前準備は終わりです。ドライバのセットアップを開始してください。



■内蔵ポインティングデバイスの切り離し

接続する前に必ずお読みください。(続き)
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＜PS/2接続の場合＞
本製品添付のドライバは各社PCにあらかじめインストールされている内蔵ポイン
ティングデバイス用のユーティリティと併用できません。ユーティリティを削除
するか、添付ドライバをインストールしないでお使い下さい。
各ユーティリティによって削除方法が異なります。以下をご覧下さい。

●NEC PC98-NXシリーズ・富士通 FMV-BIBLOシリーズ・ソニー VAIOシリーズの場合
デバイスマネージャ→マウスでNXPADあるいは「Alps GlidePoint」を「標
準PS/2マウス」あるいは「Microsoft PS/2 Mouse」にドライバを更新して
ください。
途中「このデバイスの適していない・・・・」とエラー表示される場合があり
ますが、そのまま進めてください。

●東芝 Dynabookシリーズ・SHARP Mebiusシリーズの場合
アプリケーションの追加と削除より「マウスウェア」をアンインストールして
ください。

●IBM ThinkPadシリーズの場合
アプリケーションの追加と削除より「IBM Trackpoint」をアンインストール
してください。●Compaq Armadaシリーズの場合
アプリケーションの追加と削除より「Synaptics TouchPad」をアンインスト
ールしてください。その後デバイスマネージャ→マウスで「Synaptics TouchPad」
を「標準PS/2マウス」あるいは「Microsoft PS/2 Mouse」にドライバを更
新してください。
途中「このデバイスの適していない・・・・」とエラー表示される場合があり
ますが、そのまま進めてください。

その上、ノートパソコンなどの場合、内蔵のポインティングデバイス（タッチ
パッドなど）が動かないか確認してください。動かなければ前準備は終了です。
ドライバのインストールを開始してください。

内蔵ポインティングデバイスが切り離されてない場合
各マシンによって設定方法が違います。以下を参考にしてください。

●NEC、富士通、シャープ、パナソニック製PCの場合
起動時にF2キーを押し、BIOSセットアップで内蔵タッチパッド(Internal 
PS/2 Mouse)をAutoあるいはDisableにしてください。

●ソニーVAIOシリーズの場合
コントロールパネルのNotebook Setupにて内蔵ポインティングデバイスを使
用しないにしてください。

●IBM ThinkPadシリーズの場合
ThinkPadユーティリティでトラックポイントを切り離してください。



※一部の富士通FMVノート、IBM ThinkPadなどポインティングデバイス内蔵の一部のノートパソコ
ン（排他　制御機能のないタイプ）及びNEC PC98-NXデスクトップパソコンなど（USBキーボード
にPS/2マウスポートが付いているパソコン）には、USBポート接続により対応しています。

本製品はUSBインターフェイス及びPS/2マウスインターフェイスに対応したコン
ボタイプのマウスですので、接続には二通りの方法があります。

●レシーバーの設定
　1.レシーバー裏面にあるチャンネル切替
　　スイッチをCH1もしくはCH2に設定
　　してください。
　2.ワイヤレススクロールマウスに単五電
　　池を2本入れ、チャンネル切替スイッチ
　　をレシーバーと同じチャンネルに合わ
　　せてください。

●USBインターフェイスによる接続　
　1.コンピュータの電源を入れ、
　　Windowsを起動させます。
　2.本製品をコンピュータのUSBポートに
　　接続します。

●PS/2マウスポートによる接続
　1.コンピュータの電源を切ってください。
　2.コンピュータに接続されているマウス
　　が他にもあれば、取り外してください。
　3.付属の変換アダプタを使用して、本製
　　品をコンピュータのPS/2マウスポート
　　に接続します。
　4.コンピュータの電源を入れ、Windows
　　を起動させます。

詳細な設定については、後ほど説明します。
接続の際、コネクタには上下がありますので注意してください。
付属の電池はテスト用ですので、電池寿命が短かい場合があります。

※注意：ドライバソフトをインストールする前にマウスのレシーバーを接続してください。
　　　 インストール前に他のアプリケーション等を外しておくことをお薦めします。

ワイヤレススクロールマウスの接続

5

PS/2マウスポート
(ミニDIN6pin)

USBポート
(USBコネクタ(Aタイプ))

変換アダプタ

CH
.2 
    
CH
.1

〈レシーバー裏面〉

チャンネル
切替えスイッチ

〈マウス裏面〉



■USBポート接続の場合
① コンピュータの電源を入れ、WindowsMe/98等を起動させます。
② 本製品を、コンピュータのUSBポートに接続します。
③ 自動的にハードウェアの検知が始まり、デスクドライバを更新するためのウィザー
ド　 が起動します。
④ あとは、画面の指示に従ってインストール作業を進めてください。

新しいハードウェアの追加ウィザード

●新しいドライバを検索しています。
USBヒューマンインターフェイスデバイス
------- 次へ〉

ワイヤレススクロールマウスの接続 (続き)
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C:¥WINDOWS¥INF ▼ ※

●検索方法を選択してください。
○使用中のデバイスに最適なドライバを検
索する（推奨） ------- 次へ〉

●新しいドライバはハードドライブのデータデ
ースと、次の選択した場所から検索されます。
チェックボックスにチェックマーク（□）を
入れずに ------- 次へ〉
もし検索場所を聞いてきたら
□ 検索場所の設定（L)

もしくは、
C:¥WINDOWS¥OPTIONS¥CABS

※もし、上記の検索場所でドライバが見つからない場合は、CD-ROMドライブ
にWindows Me等のCD-ROMを挿入し、□ CD-ROMドライブ（C）にチェック
を付けてください。

●次のデバイス用のドライバファイルを検索
します。
USBヒューマンインターフェイスデバイス 
------- 次へ〉

●USBヒューマンインターフェイスデバイス
------- 完了

※Windows 2000では、上記インストール
方法と多少異なります。



■PS/2マウスポート接続の場合
① コンピュータの電源を切ってください。
② コンピュータに接続されているマウスが他にもあれば、取り外してください。
③ 付属の変換アダプタを使用して、本製品をコンピュータのPS/2マウスポートに接     
　 続します。※接続方法については5ページを参照してください。
④ コンピュータの電源を入れ、Windowsを起動させます。

※重要：マウスを接続してから、次にドライバソフトをインストールしてください。
　　　　インストール前に他のアプリケーション等を外しておいてください。
※アドバイス：ソフトウエアをインストールしなくても、マウスの基本的なスクロール
　　　　　　　は使えます。もしイージージャンプなどマウスの特別な機能を使いたい
　　　　　　　場合は、ソフトウエアのインストールが必要になります。

ワイヤレススクロールマウスの接続 (続き)

ソフトウェアのインストール
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①Windowsを完全に起動させ、付属のドライバディスクをCD-ROMドライブにセット
してください。

②インストール画面が自動的に立ち上がります。

③「Scroll Mouse用Install shieldウィザ
ードへようこそ」画面　ー 次へ(N)＞

④「インストール先の選択」画面 
ー「C:￥ Program Files￥SANWA￥
Scroll Mouse」の状態で次へ(N)＞

D:¥Setup.exe ▼

●「4ボタンワイヤレス」をクリックしてイン
ストール作業を始めてください。
※インストールを中断する場合は「Exit」
をクリックしてください。
※インストール画面が自動的に立上がら
ない場合は「スタート」→「ファイル名を指
定して実行（R）」で名前（O）:

と入力していただければインストール画面
が立上がります。
（CD-ROMドライブがDドライブの場合）



ソフトウェアのインストール (続き)
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⑤「プログラムフォルダの選択」画面　ー　
   「Scroll Mouse」の状態で次へ(N)＞

●左ボタン
   左ボタンは一般的なマウスボタンと同じ使用です。例えば、クリック、ダブルクリッ
　クなどです。
●右ボタン
　Windows98/95でのアプリケーションごとに設定されているマウスの働きも行
　いますし、またポップアップメニューの表示もすることができます。
●マジックローラー（ホイール）
　インターネットとWindows上のドキュメント画面をスクロールさせる際、このマ
　ジックローラーを前後に回転させて使います。
●マジックローラーボタン（ホイールボタン）
　キーボードとマウス両方で頻繁に使う操作を、このマジックローラーボタンに記憶
　させることが出来ます。例えば、イージージャンプ、オートパン、ズームなどが行え
　ます。
●サイドボタン
　キーボードとマウス両方で頻繁に使う操作を、このサイドボタンに記憶させること
　が出来ます。例えば、イージージャンプ、オートパン、ズームなどが行えます。
　

ボタンの特長

左ボタン

マジックローラー（ホイール）
マジックローラーボタン（ホイールボタン）

右ボタン

サイドボタン

⑥「Install shieldウィザードの完了」画面　
ー　「はい、直ちにコンピューターを再起
動します。」を選択して、終了。



●ブラウズするスピード
インターネットやWindowsでド
キュメントを使う場合、ブラウジ
ングスピード(スクロールのスピ
ード)を調節できます。

●ブラウズする方向
マジックローラーを前に動かす
とドキュメントの初めにスクロー
ルします。逆転を選択するとドキ
ュメントも逆方向に動きす。

■＜マジックローラー＞

●ポインターフォルダ
　カーソルの形を変えることが出来ます。

■＜ポインタ＞
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スクロールコントロールパネルの開き方は、画面右下
のタスクトレーに出ているスクロールマウスアイコン     
　　をダブルクリックしてください。

もしくは、｢スタート｣→｢設定｣→｢コントロールパネル｣
から｢マウス｣アイコンをダブルクリックしてください。

■スクロールソフトウエアを開く

スクロールマウス
アイコン

マウスアイコン

マウスソフトウェアの特長 



●ボタン割り当て
スクロールマウスは頻繁に使うマウス・ド
キュメント・ウィンドウの機能を記憶させ
ることが出来ます。
さらに特別な特長として、イージージャンプ、
オートパン、ズームなどの機能も記憶する
ことが出来ます。これは、ボタンをクリッ
クすると画面に機能のリストアップが出
てくるので、ここで例えばイージージャン
プの機能を選ぶことができます。　

■＜アクション＞

■＜設定＞

■＜カーソル＞
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マウスソフトウェアの特長 (続き)

●ループ
カーソルを画面の上か下に移動
させると自動的にカーソルも上
か下に移動します。

●ポインタの軌跡
このオプションにより、液晶画面
上で簡単にカーソルを発見する
ことが出来るようになります。モ
ニタがこれをサポートしていな
ければ使用不可能です。

●ボタン検出
ダイアログボックスが画面に出
て来た時、自動的にカーソルが
ボタンに移動します。

●マウスの速度
カーソルのスピードの調節がで
きます。

●ダブルクリックの速度
ダブルクリックのスピードの調節
が出来ます。

●ボタンを逆転
右と左のボタンを切替えたい場
合はここで設定してください。



●アプリケーション：
右ボタンをSwichAPに設定すると、マウスを動かすことなく開いているアプリケ
ーションから他のアプリケーションに早く移ることが出来ます。アプリケーションを
選択する場合は右ボタンを押しながらマジックローラーを押してください。アプリ
ケーションセレクタがでてくるので簡単に選択できます。

●ズーム：
Office97用、IE4.0アプリケーションのズーム機能
Ctrlキーを押しながらマジックローラーを前か手前に動かすとズーム機能により、
前だと、拡大、手前だと縮小されます。この機能 は片手で使うことが出来ます。例
えば、右ボタンをCtrl機能に設定し、右ボタンを押しマジックローラーを前または
手前に動かすとドキュメントウィンドウの拡大、縮小ができるようになります。

●パン：
この機能はボタンアサイメントメニューで設定することが出来ます。マウスを動か
すとドキュメントがその方向に移行します。

このイージージャンプで8つの特別な機能を簡単に選ぶことが出来るようになります。

■Easy Jump(イージージャンプ)の特長

①

④

②

③

⑧

⑤

⑥

⑦

マウスソフトウェアの特長 (続き)
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① アプリケーションの終了。
② カーソルが水平スクロールバーに移動します。
③ カーソルが垂直スクロールバーに移動します。
④ Windowsスタートメニューを開きます。
⑤ ブラウザを開きます。
⑥ ヘルプメニューを開きます。
⑦ スクロールマウスのコントロールパネルを開きます。
⑧ オートパンニングマウスを動かすと、その方向にドキュメントがスクロールされす。
　 ここで設定してください。



●スクロールマウスドライバのバージョン　
がわかります。

■＜バージョン情報＞

「Office97モード」は、Microsoft Intelli Mouse同様の機能になり、
「Scroll Mouseモード」はeマウス特有の機能で、スクロールバーを持つアプリケ
ーションをサポートしています。

■モード

●方向の設定
この機能でマウスの方向の調節
が出来ます。
これにより楽に方向を決めること
が出来ます。 

■＜方向＞

●下記で記した内容に従ってください。
　画面右下のスクロールマウスアイコン　　を右クリックし「Scroll Mouseを閉じ
　る」を選択してください。スタートボタンをクリックし、「プログラム(P)」を選び
　「Scroll Mouse」まで移動させてください。「Scroll Mouseのアンインストー
　ル」を実行してください。

■マウスソフトウェアのアンインストール

マウスソフトウェアの特長 (続き)
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